
熱処理でのCO2発生ゼロへ

～脱炭素熱処理「浸窒焼入れ」～

カーボンニュートラルの実現に向けて



★

 

浸窒焼入れとは

浸窒焼入れ（Ｎクエンチ）は、ＦｅーN２元系状

 

態図のオーステナイト領域（γ）で鋼に窒素

 

を浸入・固溶し、その後急冷して固い窒素マ

 

ルテンサイトを生成しています。

【
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★

 

表面硬化法の種類と処理温度帯
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★

 

浸窒焼入れはCO2の発生ゼロ！
【
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★アイテック「浸窒焼入れ」開発経緯
【
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

 

動力源 ⇒ 太陽光発電


 

熱源 ⇒ 水素バーナー


 

導入ガス ⇒ アンモニア


 

炉内制御 ⇒ 水素センサー

★

 

脱炭素浸窒バッチ炉（イメージ）
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